
議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

4

議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

5

る
が
、
町
長
と
し
て
可
能
な

限
り
の
指
導
と
有
事
の
際
は

万
全
の
体
制
で
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
徹
底
を
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

職
員
に
は
目
指
す
べ
き
基

本
方
針
と
し
て
、「
ふ
る
さ

と
「
大
豊
」
に
強
い
思
い
を

も
つ
。」「
町
民
と
同
じ
目
線

で
地
域
を
見
る
と
と
も
に
行

動
す
る
。」「
地
域
の
課
題
に

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
。」
と
い
う
三
つ
の
目
指

す
べ
き
職
員
像
を
示
し
、
職

員
一
人
一
人
が
努
力
を
し
て

い
る
。

費
・
入
院
費
が
安
く
な
っ
て

い
る
。
本
町
の
月
額
介
護
保

険
料
は
安
い
が
、
医
療
費
は

６
位
、
入
院
費
は
１
位
で
あ

る
。
介
護
保
険
を
今
以
上
利

用
を
す
れ
ば
、
医
療
費
・
入

院
費
が
少
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。
町
長
の
言
う
一
日

で
も
長
く
、
最
後
の
最
後
ま

で
、
自
分
の
家
で
健
康
で
生

活
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

被
保
険
者
の
立
場
に
立
っ

て
、
個
々
人
の
必
要
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

三
谷
幸
一
郎
議
員

　

少
子
高
齢
化
が
著
し
い
中
、

町
民
に
と
っ
て
職
員
は
貴
重

な
存
在
で
あ
る
。
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
は
も
と
よ
り
、
地

域
の
経
営
者
で
あ
る
ぐ
ら
い

の
公
僕
意
識
を
持
っ
て
ほ
し

い
。

　

昨
年
の
９
月
上
旬
に
台
風

12
号
に
よ
り
、
紀
伊
半
島
地

方
は
１
４
０
０
㍉
の
途
方
も

な
い
豪
雨
に
よ
っ
て
、
深
層

崩
壊
・
河
道
閉
鎖
（
土
砂
ダ

ム
）
な
ど
に
よ
り
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
最
も

甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
奈
良

県
十
津
川
村
へ
行
政
視
察
を

行
っ
た
。
復
旧
・
復
興
に
多

忙
な
中
、
更
谷
村
長
は
被
災

後
、
一
番
苦
慮
し
た
こ
と
は

職
員
が
道
路
が
寸
断
し
６
割

し
か
登
庁
で
き
な
く
、
加
え

て
村
全
体
の
被
災
状
況
が
把

握
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
地
形
的
、
気
象
的

に
似
通
っ
て
い
る
本
町
も
い

つ
こ
の
よ
う
な
災
害
に
遭
う

か
分
か
ら
な
い
。
近
い
将
来

南
海
ト
ラ
フ
の
プ
レ
ー
ト
移

動
に
よ
り
、
震
度
７
が
２
分

間
激
震
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
。
も
し
大
災
害
が
週
休

日
、
祝
祭
日
や
夜
間
に
発
生

し
た
場
合
、
何
割
か
の
職
員

は
町
内
に
は
い
な
い
。
職
員

は
昼
夜
を
問
わ
ず
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
の
が
使
命

で
あ
り
、
現
状
で
は
公
務
員

と
し
て
の
使
命
、
責
務
を
果

た
せ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

更
谷
村
長
が
「
自
分
た
ち
の

村
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

力
説
し
て
い
た
こ
と
に
つ
き

る
。

  

本
町
職
員
も
「
自
分
た
ち

の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
強
い
愛
町
心
を
も
っ

て
ほ
し
い
も
の
だ
。
居
住
に

つ
い
て
は
法
的
な
制
約
も
あ

重
森
一
宗
議
員

　

再
造
林
の
補
助
金
は
、
国

51
％
・
県
17
％
と
68
％
で

あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
24
年

度
か
ら
更
に
県
22
％
・
本
町

10
％
の
上
乗
せ
を
行
い
100
％

で
あ
る
。
県
は
24
年
度
再
造

林
を
150
㌶
と
予
測
し
、
付
帯

一般質問一般質問

一般質問

町
職
員
は
地
域
の
経
営
者

今
後
の
再
造
林
へ
の
支
援
は

介
護
保
険
料
の
現
状
は

問 
町
職
員
は
地
域
の
経
営
者
で
あ
る

と
い
う
公
僕
意
識
を

答 
基
本
的
な
方
針
と
し
て
目
指
す
べ
き

職
員
像
を
示
し
職
務
に
従
事
す
る

問 

再
造
林
の
補
助
金
は
100
％
交
付
さ
れ
る
が
、

　

  

1
㌶
に
か
か
る
経
費
は

答 

約
72
万
円

問 

県
下
一
保
険
額
が
安
い
要
因
は

答 

地
理
的
条
件
等
に
よ
る

重森一宗 議員

　

県
市
町
村
の
介
護
保
険
料

基
準
額
の
月
額
を
比
較
す
る

と
1
位
が
越
知
町
６
，
２
３

５
円
、
10
位
が
日
高
村
５
，

０
０
０
円
で
あ
る
。
本
町
は

３
，
６
０
０
円
で
34
市
町
村

中
最
も
低
額
で
あ
り
、
県
下

一
保
険
料
が
安
い
が
こ
の
要

因
は
何
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

地
理
的
、
地
形
的
条
件
や

施
設
の
整
備
状
況
、
サ
ー
ビ

ス
実
施
業
者
数
等
に
よ
る
。

上池如夫 議員

　

今
後
の
増
設
を
検
討
し
計

画
を
し
て
い
る
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

旧
村
単
位
に
一
箇
所
設
置

と
い
う
こ
と
で
整
備
を
し
た

の
で
、
現
時
点
で
増
設
の
計

画
は
な
い
。

重
森
一
宗
議
員

　

老
人
医
療
費
・
入
院
費
に

つ
い
て
み
る
と
、
介
護
保
険

料
の
高
い
市
町
村
は
、
医
療

重
森
一
宗
議
員

　

県
は
来
年
度
の
再
造
林
補

助
金
に
つ
い
て
「
経
過
を
見

る
」
と
し
て
い
る
。
現
在
、

国
県
の
補
助
金
68
％
に
本
町

17
％
の
上
乗
せ
を
し
て
85
％

の
下
刈
り
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
が
、
平
成

25
年
度
も
継
続
す
る
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

高
知
お
お
と
よ
製
材
が
平

成
25
年
度
操
業
開
始
す
る
。

今
後
林
業
を
地
域
の
基
幹
産

業
と
し
て
位
置
付
け
、
持
続

的
な
地
域
産
業
と
し
て
更
に

活
性
化
す
る
た
め
に
も
制
度

の
見
直
し
を
常
に
行
い
な
が

ら
継
続
し
て
い
く
。

重
森
一
宗
議
員

　

森
林
法
で
森
林
の
年
間
成

長
量
し
か
伐
採
で
き
な
い
。

ま
た
、
森
林
経
営
計
画
・
施

業
計
画
の
申
請
を
行
い
認
定

を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
再
造

林
等
の
補
助
対
象
に
な
ら
な

い
と
聞
く
が
、
年
間
成
長
量

の
考
え
方
と
、
森
林
経
営
計

画
・
施
業
計
画
の
認
定
を
受

け
て
い
な
け
れ
ば
補
助
金
の

交
付
は
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

上
池
如
夫
議
員

　

現
在
４
箇
所
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
中
で
、
東
土
居
ヘ
リ

ポ
ー
ト
で
は
鮎
の
友
掛
け
・

キ
ャ
ン
プ
・
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

を
楽
し
む
来
訪
者
の
車
両
が

駐
車
し
て
い
る
の
が
見
受
け

ら
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
緊

急
患
者
搬
送
を
行
う
た
め
、

飛
来
し
て
く
る
た
び
に
地
域

住
民
は
心
配
を
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
公
民
館
か
ら
、
再

三
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
業
者
に
は

駐
車
し
な
い
よ
う
注
意
喚
起

を
行
っ
て
き
た
。　

  

本
年
の
夏
期
に
は
見
か
ね

重
森
一
宗
議
員

　

介
護
認
定
の
申
込
み
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
ま
で
の
手
順
と
日

数
は
。
被
保
険
者
が
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
ら
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
ま
で
の
期
間

短
縮
を
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

本
人
又
は
家
族
が
申
請
を

行
う
。
そ
の
後
、
担
当
職
員

が
自
宅
を
訪
問
し
て
調
査
を

行
う
と
と
も
に
主
治
医
等
に

意
見
書
の
作
成
を
依
頼
す
る
。

そ
の
調
査
書
と
医
師
の
意
見

書
を
元
に
介
護
認
定
審
査
会

が
認
定
を
行
い
通
知
す
る
。

　

原
則
申
請
か
ら
30
日
以
内

に
決
定
通
知
を
行
う
が
、
認

定
の
効
力
は
申
請
日
に
さ
か

の
ぼ
る
た
め
、
申
請
時
点
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能

と
な
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
早
く
受
け
た

い
と
き
は
、
自
宅
訪
問
調
査

時
に
、
そ
の
旨
担
当
職
員
に

相
談
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
図
り
、

医
療
費
・
入
院
費
に
歯
止
め
を　

答 

介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
総
合
的
に

医
療
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
で
対
応

問 

下
刈
り
に
対
す
る
補
助
金
は
85
％

交
付
は
継
続
す
る
の
か

答 

林
業
を
地
域
の
産
業
と
し
て

位
置
付
け
る
た
め
に
継
続
す
る

問 

森
林
の
伐
採
制
約
と
補
助
金
と
の
関
連
は

答 

皆
伐
後
に
お
い
て
森
林
計
画
を
樹
立

　

 

す
れ
ば
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る

問 

と
よ
な
が
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
の

一
般
車
両
進
入
の
対
応
は

答 

徹
底
し
た
管
理
を
行
う

問 

要
介
護
認
定
の
流
れ
は

答 

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
認
定

重
森
一
宗
議
員

　

平
成
15
年
三
位
一
体
の
改

革
に
よ
り
、
町
の
財
政
が
危

機
に
陥
り
、
人
件
費
の
削

減
・
各
種
事
業
の
停
止
・
補

助
金
全
額
カ
ッ
ト
等
を
実
施

し
た
。
そ
の
後
、
９
年
を
経

て
財
政
危
機
は
脱
し
た
が
、

住
民
の
生
活
に
お
い
て
更
な

る
過
疎
高
齢
化
が
進
み
、
収

入
の
減
少
・
集
落
人
口
の
減

少
・
独
居
世
帯
の
増
加
が
著

し
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

実
情
下
に
お
い
て
従
来
の
補

助
金
制
度
が
適
合
し
な
く
な

る
現
象
が
現
れ
て
き
て
い
る
。

町
の
財
政
状
況
と
見
合
わ
せ

て
、
検
討
を
す
る
考
え
は
な

い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

補
助
金
制
度
の
基
本
は
、

公
益
上
必
要
が
あ
る
か
ど
う

か
で
あ
り
、
現
状
に
あ
っ
た

補
助
金
交
付
要
綱
の
見
直
し

は
常
に
行
っ
て
お
り
、
今
後

に
お
い
て
も
実
情
に
合
う
よ

う
検
討
す
る
。

施
設
整
備
と
合
わ
せ
総
額
１

９
８
０
万
円
を
予
算
計
上
し

た
。
本
町
で
の
1
㌶
に
か
か

る
再
造
林
の
経
費
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

本
町
で
森
林
組
合
が
受
託

す
る
場
合
、
県
造
林
事
業
標

準
単
価
に
よ
り
約
72
万
円
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
額
内
若

し
く
は
少
し
超
え
る
経
費
が

必
要
で
あ
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

森
林
の
皆
伐
前
に
森
林
経

営
計
画
・
施
業
計
画
の
認
定

を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
皆

伐
後
認
定
を
受
け
れ
ば
補
助

対
象
と
な
る
。

一般質問

一般質問

各
種
補
助
金
交
付
要
綱

の
見
直
し
を

ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
の

一
般
車
両
進
入
問
題

問 

現
状
に
あ
っ
た
補
助
金
制
度
に

答 

公
益
性
が
基
本

問 

ヘ
リ
ポ
ー
ト
増
設
検
討
は

答 

増
設
計
画
は
な
い


